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第 2 章(運転技能とその習得)と第 3 章(初心運転者と若者)では主として文献研究を行い、第 4 章では免許取得
後の事故率の変化と初心運転者事故の特徴を調べるために、交通事故の統計分析と事例分析を行った。第 5 章(初心
運転者の運転行動の変化)では、初心運転者の運転行動を調べる 4 つの調査・実験を行った。第 6 章(初心運転者の
















































運転をするようになることを示している O しかし、初心運転者自身は不安全な運転をしていると思っていな L 、。















































れが事故率にどう影響するかをまとめたものが本文の表 8. 1. 2 である。
この表より初心運転者に事故が多い理由は安全運転態度より運転技能に問題があるためと考えられるが、これは第
7 章の結果と一見すると矛盾する。そこでこれらを解釈するために、 2 つのモデル図を作成した(本文の図 8. 1. 



















第 2 章と第 3 章では、研究の背景となる運転技能と若者運転者についての従来の知見をまとめ、運転経験に伴って
技能や知識の他に、態度や意識面でも変化が生じること、初心運転者と若者運転者とは重複するが、若者事故の背景
には、人格の未成熟性、スリル探求、ライフスタイルがあることを指摘している。




た (U カーブの変化)。意識・態度は、運転への慣れや自信が増加する一方で、安全意識態度は U カーブの変化を示
した。
終章では 4 つのテーマについて総合的な考察がなされ、運転経験に伴って技能と意識・態度のバランスが変化して
いくが、事故の危険性は減少していくというモデルが提唱され、また初心運転者における安全意識態度の重要性が指
摘された。最後に、初心運転者対策について 4 点が提言されたD
本論文は、初心運転者の運転変化を実証的に明らかにし、その要因と事故の多さについて新たな理解を与えたもの
である。見いだされた知見は、学術のみならず社会にも貢献するところが大である O これより、本論文は、博士(人
間科学)の学位の授与に十分に値するものと判定した。
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